
 

 

2000200020002000 年度年度年度年度    第第第第 3333 回情報化委員会議事録回情報化委員会議事録回情報化委員会議事録回情報化委員会議事録    
    

1.1.1.1.実施日時･場所実施日時･場所実施日時･場所実施日時･場所    

2000 年 9 月 22 日(金)  12:30～15:00 （15：00 より相互協力委員会との合同委員会を実施） 

  南山大学瀬戸キャンパス 

 

2.2.2.2.出席者出席者出席者出席者    

議長 南山大学(笹山 達成) 

記録 愛知大学(三浦 文博) 

 

愛知医科大学(田中 昭夫)､岐阜経済大学(高比良 幸司)､金城学院大学(鈴木 卓美)､ 

椙山女学園大学(河路 峰雄)､中京大学(春日井 正人)､豊橋創造大学(川上 雅子)､日本福祉大学(石川 宗臣) 

 

3.3.3.3.議題議題議題議題    

3.1 システム・ネットワーク化情報交換会について 

3.2 見学会について 

 

4.4.4.4.議事内容議事内容議事内容議事内容    

   議事に先立ち、第 2 回情報化委員会の議事録の内容について確認が行われ､承認された｡ 

 

4.1 システム・ネットワーク化情報交換会について 

4.1.1 日時など 

当日のスケジュールについて確認がなされ、以下のとおりとなった。 

9:00 委員集合（場所：実習室） 

9:30- 受付開始 

10:00- 開会･会場校館長挨拶 

10：10- アンケート結果報告 

10：40- 研究報告（文字コード/メディアコンバート/ホームページ 各 15 分） 

11：25- 情報交換 

  （場所移動 [図書館 2 階閲覧室 C へ]） 

12：00- 昼食 

  （場所移動 [8 号棟コンピュータ実習室へ]） 

13：00- 講演 

  （場所移動 [6 号棟 1 階コミュニケーションホールへ]） 

14：30- 休憩 

  （場所移動 [8 号棟コンピュータ実習室へ]） 

15：00- 業者デモ（ユサコ/丸善/紀伊国屋 各 40 分） 

18：00- 懇親会 

4.1.2 システム・ネットワーク化アンケート集計状況報告 

アンケートの取り纏め状況についての報告がなされた。 

4.1.3 発送物の確認 

案内文書及び会場案内などの発送物について確認が行われ、了承された。 

4.1.4 準備状況 

昼食・講演講師・業者デモ・懇親会会場について手配済みとの報告がなされた。また、業者デモ

にて必要な機材等の報告がなされ、会場の準備機材については問題の無いことが確認された。 

4.1.5 当日分担について 

当日の担当について以下のとおりとなった。 

・杉本先生出迎え： <鈴木>, <笹山> 

・文字コード研究部会報告: <三浦> 

・メディアコンバート研究部会報告: <鈴木> 

・ホームページ研究部会報告: <石川> 

4.1.6 その他 

業者デモの順番については、ユサコ･丸善･紀伊国屋とすることとなった。 

    

 



 

 

4.2 見学会について 

4.2.1 準備状況報告 

笹山委員長より、見学先への依頼状況が報告され、見学予定の 3 施設とも見学の了承を得られたこ

とが報告された。 

4.2.2 発送作業 

案内状の内容について確認がなされ、了承された。また、ホテル案内を同封することとなった。 

4.2.3 その他決定事項 

・16 日の集合場所はつくばセンターとする。 

・当日の連絡については、間接的に（大学経由で）委員長に連絡が取れる体制とする。 

 

≪委員会終了後、システム･ネットワーク化情報交換会及び見学会案内状の発送作業を行った≫ 

 

≪15：00 より相互協力委員会との合同委員会≫ 

合同委員会報告合同委員会報告合同委員会報告合同委員会報告    
A. 各委員会報告 

A.1 相互協力委員会 

以下の議題についての報告がなされた。 

• 実務担当者研修会報告について（会計、企画、報告書等） 

• リンク集について 

• ＣＡＮコンソーシアムについて（ＮＩＣＨＩＧＡＩアソシエーツとの状況等） 

 

A.2 情報化委員会 

以下の議題についての報告がなされた。 

• システムネットワーク化情報交換会について（１０月１９日開催予定 案内状発送済み） 

• 見学会について（１１月１６～１７日 予定案内状発送済み） 

 

B. リンク集について 

リンク集及び東海地区協議会ホームページの今後の運用について議論がなされ、将来的にホームページ委

員会を立ち上げる準備として、運用や作業などのポリシー作成や実作業を行うワーキンググループを設立する

こととなった。ワーキンググループのメンバーは両委員会より各３名を選出することとなった。 

 

以上 


